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は  じ  め  に 

 

本学部には、建築学科、都市環境システム学科、デザイン学科、機械工学科、メディカルシステム工学科、

電気電子工学科、ナノサイエンス学科、共生応用化学科、画像科学科、情報画像学科の 10 学科があります。 

3 年次編入学の制度は、高等専門学校や短期大学および大学を卒業した者等を対象にしています。昼間の授

業を履修するコース（一般枠）には、推薦選抜と学力選抜の２つの選抜方式があります。都市環境システム学

科には、昼間に加えて夜間及び土曜日の授業を履修できる昼夜開講制の社会人枠を設けています。この社会人

枠は、昼間に職業をもっている勉学意欲のある人を対象に、広く教育の場を提供することを目的として設けて

いるものです。両者にはそれぞれ別個に編成されたほぼ同一のカリキュラムが準備されていますが、社会人枠

の学生で時間的に可能な場合には昼間の授業を履修するコースの授業も履修できます。 

編入学では、出身学校において履修した学科と編入学希望学科とが同一系列であることが必ずしも条件では

ありませんので、受験に際して進路を変えることも可能です。なお、修業年限は 2年間です。 

編入学生の卒業要件は、2年以上在学し、入学時に認定された普遍教育科目及び専門教育科目の単位を含め

て、各学科で定めた卒業に必要な単位を修得することです。卒業生には、学士（工学）の学位が授与されます。 

また、本学には、修業年限 2年の博士前期課程（修士課程）と修業年限 3年の博士後期課程（博士課程）で

構成された大学院工学研究科及び融合科学研究科が設置されており、さらに高度な教育・研究を継続する道が

開かれています。博士前期課程の修了者には修士の学位が、博士後期課程の修了者には博士の学位が授与され

ます。近年、学問の高度化と多様化を反映して多くの学生が大学院へ進学しています。 
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工学部入学者受入れの方針（アドミッションポリシー） 

 

私たちは、工学を「豊かな人間社会の構築をめざす実践の学問」と考えています。社会と環境を支える技

術者・研究者を育成する工学部では、 

１．「なぜ」を問う好奇心・探究心 

２．「何をなすべきか」を主体的に考える力 

３．「いかにしてなすか」を構想し、実践する力 

を修得することに、興味と資質を有する人材を求めます。 

本学部の教育理念・目標に合致した学生を選抜するために、3年次編入学では、学力検査等による選抜の他

に推薦による選抜及び社会人特別選抜を実施しています。また、学力検査、調査書、面接等により、それぞれ

の選抜に相応しい志願者の能力や資質に関した総合的な評価に基づき選抜を実施します。 

 

各学科では、上記を踏まえ、次のような人を求めています。 

 

建築学科： 

都市を含む現代地域社会の豊かな環境の構築と諸問題の解決に対し、工学的探究心をもち、総合的か

つ積極的に取り組む意欲のある人 

 

都市環境システム学科： 

21 世紀にふさわしい都市概念の創成と、豊かで環境と調和した都市空間の実現に向けて探究心をも

ち意欲的に取り組む人 

 

デザイン学科： 

学術・技術・芸術を総合した幅広い知識に基づく実践としてのデザインを学び、社会的使命感をもっ

て創造的問題解決に取り組む意欲のある人 

 

機械工学科： 

ものづくりに興味があり、数学や物理が大好きで、それらを応用した機械工学を学びたいと思ってい

る人。将来、機械に関連した産業分野で働く機械設計や制御などに関わる技術者や、機械工学を核とす

る多様な技術領域で活躍する研究者を目指す人 

 

メディカルシステム工学科： 

医療機器や技術の開発などを通して、人類の基本的欲求である健康を支える医用工学の発展に向けて、

情熱と意欲のある人 

 

電気電子工学科： 

電気電子工学の社会的使命に興味を示し、その科学技術の発展に寄与したいと強く希望する人。さら

に、そのための専門的な知識・能力を習得する意欲と、それを支える基礎的素養を備えている人 

 

ナノサイエンス学科： 

原子・分子レベルのナノスケールの世界を操り、新しい科学・工学領域を切り拓く意欲のある人。特

に、夢と強い探究心と粘り強さをもつ人 

 

共生応用化学科： 

化学を学び、環境調和技術、バイオテクノロジー、機能材料などに応用することへの意欲をもち、そ

のための基礎学力がある人。さらに、物質創生・生産に関わる研究者・技術者を目指す人 

 

画像科学科： 

基盤学問に立脚した画像の形成・表示・記録・伝送などの技術、ならびに人と画像のかかわりに興味

を持ち、画像を通して人に優しい未来の実現に意欲のある人 

 

情報画像学科： 

人と情報化社会の調和を考え、情報の獲得・記憶・処理・伝達・表現のための知識・技術を修得し、

未来の情報画像社会を創成し、支えていくことに能力と意欲のある人 
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Ⅰ．募集する学科及び募集人員 
 

【推薦による入学者の選抜】 

 

募 集 学 科 専門教育コース 募集人員 日   程 

建築学科  

各学科 

若干名 

〔出願受付期間〕 

平成 24 年 5 月 14 日(月) 

～5 月 16 日(水) 

 

〔試験日〕 

平成 24 年 6 月 2 日(土) 

 

〔合格者発表〕 

平成 24 年 6 月 12 日(火) 

都市環境システム学科  

デザイン学科  

機械工学科  

メディカルシステム工学科  

電気電子工学科  

ナノサイエンス学科  

共生応用化学科 

生体関連コース 

応用化学コース 

環境調和コース 

画像科学科  

情報画像学科  

 

備考１ 昼間の授業を履修するコースのみ募集します。 

２ 共生応用化学科では、編入学時点から専門教育コースに分かれた教育が行われます。出願時に、

志望する専門教育コースを記入してください。なお、第２志望は認められません。 

３ 募集人員（若干名）は、学力検査等による入学者の選抜の募集人員（110 名）に含みます。 

 

 

【学力検査等による入学者の選抜】 

 

枠 募 集 学 科 専門教育ｺｰｽ 募集人員 日   程 

一 般 枠 

建築学科  

全学科で 65 名 

 

第１回 

〔出願受付期間〕 

平成 24 年 6 月 12 日(火) 

～6 月 15 日(金) 

〔試験日〕 

平成 24 年 7 月 7 日(土) 

7 月 8 日(日) 

〔合格者発表〕 

平成 24 年 7 月 26 日(木) 

 

 

第２回（都市環境システム学科のみ）

〔出願受付期間及び試験日〕

平成 24 年 11 月予定 

〔合格者発表〕 

平成 24 年 12 月予定 

 
※詳細については、第２回募集要

項（７月配付予定）にてお知らせ

します。 

デザイン学科  

機械工学科  

メディカルシステム工学科  

電気電子工学科  

ナノサイエンス学科  

共生応用化学科 

生体関連ｺｰｽ

応用化学ｺｰｽ

環境調和ｺｰｽ

画像科学科  

情報画像学科  

一 般 

・ 

社会人枠 

都市環境システム学科  

 

45 名 

 
(内訳) 

第１回 28 名 

一般枠：概ね 20 名

社会人枠：概ね 8 名 

第２回 17 名 

一般枠：概ね 10 名

社会人枠：概ね 7 名 

 

  

備考１ 一 般 枠：昼間の授業を履修するコース 

社会人枠：昼間に加えて夜間及び土曜日の授業を履修できる昼夜開講制のコース 

２ 共生応用化学科では、編入学時点から専門教育コースに分かれた教育が行われます。出願時に、

志望する専門教育コースを記入してください。なお、第２志望は認められません。 
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Ⅱ．推薦による入学者の選抜 
 

１．出願資格 

次の①又は②のいずれかに該当する者で、最終学年前年次（卒業者は最終学年次）の成績が上位 10％以

内（都市環境システム学科については 20％以内）で出身学校長が責任を持って推薦できる者（外国の大学

等は、対象となりません。） 

  ① 高等専門学校を卒業した者及び平成 25年 3 月卒業見込みの者 

  ② 理工系（建築学科又はデザイン学科を志望する者は住居系及び芸術系を含む。）の短期大学を卒業し

た者及び平成 25 年 3 月卒業見込みの者 

 

 

２．出願手続等 

(1) 出願受付期間  平成 24年 5月 14 日（月）から 5月 16 日（水）まで（必着） 

 

(2) 出願方法 

(3)の①～⑩の出願書類を取り揃えてこの要項に添付してある願書送付用封筒に同封し、(1)の出願受付

期間内に必着するように、出身学校長を通じて、書留郵便で工学系事務センター学部学務グループあて送

付してください。 

 

(注)１ 出願書類に不備がある場合は、受理しません。 

２ 出願後の出願内容の変更はできません。 

３ 受理した出願書類は、いかなる理由があっても返却しません。 

４ 本選抜の過程で収集した個人情報は入学者選抜の実施のほか、管理運営業務、修学指導業務、入

学者選抜方法等における調査・研究に関する業務等を行うために利用します。 

 

 



－ 4 －

 - 4 -

(3) 出願書類 

 

① 志願票 

この要項に添付してある所定の各用紙（青色）を使用してください。記入に当

たっては、下記(注)及び各用紙に記載されている記入上の注意をよく読んで、黒

のボールペンで自筆、楷書でていねいに記入してください。誤って記入した場合

は、二重線で消し、余白に記入してください。なお、「※」の欄は記入しないでく

ださい。 

(注)１ 共生応用化学科の志願者は、志望する専門教育コースを記入してくださ

い。 

２ 振込後の検定料振込証明書「貼付用（大学提出用）」（金融機関出納印が

押印済のもの）を志願票の裏面に必ず貼り付けてください。（日本国政府国

費外国人留学生を除く。） 

② 受験票 

③ 写真２枚 
写真２枚（大きさ縦 4㎝×横 3 ㎝、上半身、正面、脱帽で最近 3 カ月以内撮影

の同じもの）を用意し、志願票に１枚、受験票に１枚貼り付けてください。 

④ 推薦書 
この要項に添付してある所定の用紙により、出身学校長が作成したものを提出

してください。 

⑤ 調査書 
出身学校所定の用紙を使用してください。（短期大学は卒業（見込）証明書及び

成績証明書） 

⑥ 
登録原票記載事項

証明書 

外国人留学生のみ提出してください。（登録していない場合はパスポートの写

し） 

⑦ 

日本国政府国費外

国人留学生である

ことを証明する書

類 

日本国政府国費外国人留学生のみ提出してください。 

出身学校所定の用紙を使用してください。 

⑧ 

検定料振込証明書

「貼付用（大学提

出用）」（金融機関

出納印が押印済の

もの） 

出願する前に、この要項に添付してある所定の振込用紙（推薦）により、検定

料 30,000 円を最寄りの銀行等の窓口で振り込んでください。（振込手数料は本人

負担となります。なお、ゆうちょ銀行では振り込むことができませんので注意し

てください。また、ＡＴＭ（現金自動預払機）は使用できません。） 

振込後、銀行等から受領した検定料振込証明書「貼付用（大学提出用）」を志願

票の裏面に貼り付けてください。 

(注)１ いったん納入した検定料は原則として返還しません。ただし、検定料を

誤って振り込み、出願しなかった者が平成 25年 3月 29 日 17 時までに本学

所定の返還手続を行った場合は、検定料の全額を返還します。返還手続き

の詳細については、工学系事務センター学部学務グループに確認してくだ

さい。 

２ 日本国政府国費外国人留学生については、検定料は不要ですので提出す

る必要はありません。 

⑨ 受験票送付用封筒 
この要項に添付してある所定の封筒（推薦）に、郵便番号、住所及び氏名を記

入し、380 円分の郵便切手（簡易書留料金を含む。）を貼ってください。 

⑩ あて名票 
この要項に添付してある所定のあて名票（推薦）に、郵便番号、住所及び氏名

（出身学校名）を記入してください。 

 

 

３．選抜方法 

面接の結果、調査書・推薦書の内容などを総合して行います。 
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４．試験日時、実施科目及び配点 

 

試験日時及び科目配点

学科等 

6 月 2日（土） 
配点

10 時～ 

建築学科 

都市環境システム学科 

デザイン学科 

機械工学科 

メディカルシステム工学科 

電気電子工学科 

ナノサイエンス学科 

共生応用化学科 

画像科学科 

情報画像学科 

面  接 100 

 

 

５．試験会場 

工学部校舎で行います。なお、試験当日は必ず受験票等を持参してください。 

受験に関する注意事項等の詳細については、受験票送付の際に同封するとともに、6 月 1 日（金）9 時に

工学部掲示板へ掲示（試験当日まで）します。 

 

 

６．合格者発表 

合格者受験番号を 6 月 12 日（火）13 時に工学部掲示板へ掲示（6 月 13 日（水）17 時まで）するととも

に、推薦のあった出身学校長及び合格者に同選抜結果通知（合格通知書）等の関係書類を送付します。 

なお、合格者は、合格通知書送付の際に同封する「入学確約書」に必要事項を記入の上、所定の期日まで

に工学系事務センター学部学務グループへ送付してください。 
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Ⅲ．学力検査等による入学者の選抜（第１回） 
 

１．出願資格 

【一 般 枠】 

次の①～④のいずれかに該当する者（外国の大学等は、対象となりません。） 

① 高等専門学校を卒業した者及び平成 25年 3月卒業見込みの者 

② 理工系（建築学科又はデザイン学科を志望する者は住居系及び芸術系を含む。）の短期大学を卒業し

た者及び平成 25 年 3 月卒業見込みの者 

③ 大学を卒業した者及び平成 25年 3月卒業見込みの者 

④ 修業年限 4 年以上の理工系の大学に 2年以上在学し（平成 25 年 3 月までに 2 年以上の在学となる者

を含む。）、62単位以上の単位を修得（見込）した者 

(注)１ 本学部の昼間の授業を履修するコース及び本学他学部の在学生は出願できません。 

２ 出願書類を異にするものがありますので、「7ページ(3)の④⑤の(注)１」を参照してください。 

 

【社会人枠】 

次の⑤～⑦のいずれかに該当する者（外国人留学生は、出願できません。なお、「社会人」とは、正社員

に限らず、パート・アルバイト・主婦・ボランティア等、広く社会人としての経験を有する者を指し、また、

「2年以上の経験」については、在学中の経験も含めて構いません。） 

⑤ 上記①～④のいずれかに該当し、平成 25 年 4月 1 日現在で社会人として 2年以上の経験を有し満 22

歳以上の者 

⑥ 大学入学資格を有し、平成 25 年 4 月 1 日現在で社会人として 2年以上の経験を有し満 22 歳以上の者 

で、修業年限が 2年以上かつ課程の修了に必要な総授業時間数が 1,700 時間以上である工業及び工業に

関連する分野の専修学校の専門課程を修了した者及び平成 25 年 3 月修了見込みの者 

⑦ 大学入学資格を有し、放送大学に全科履修生として 2 年以上在学（平成 25 年 3 月までに 2 年以上の

在学となる者を含む。）した者又は放送大学に編入学し 2年次を修了（平成 25 年 3月までに 2年次を修

了見込みの者を含む。）した者で、次のア～ウのすべての要件を満たすもの 

ア 放送大学科目群履修認証制度に基づく「工学基礎」又は「環境科学の基礎」の認証を取得（見込）

した者 

イ 放送大学の外国語科目から 4単位以上を修得（見込）した者 

ウ 上記ア及びイの修得（見込）単位を含め放送大学科目から 62 単位以上の単位を修得（見込）した

者 

(注)１ 出願書類を異にするものがありますので、「7ページ(3)の④⑤の(注)１」を参照してください。 

２ 「環境科学の基礎」認証取得者は、履修科目によっては「工学基礎」認証取得者と比べて入学

時に既修得単位の認定単位数が少なくなる場合があります。 

詳細は、都市環境システム学科ホームページ http://www.tu.chiba-u.ac.jp/でご確認くださ

い。 

 

２．出願手続等 

(1) 出願受付期間  平成 24年 6月 12 日（火）から 6月 15 日（金）まで（必着） 

 

(2) 出願方法 

(3)の①～⑩の出願書類を取り揃えてこの要項に添付してある願書送付用封筒に同封し、(1)の出願受付

期間内に必着するように、書留郵便で工学系事務センター学部学務グループあて送付してください。なお、

持参する場合は、(1)の出願受付期間の 9時から 12時、13 時から 17 時の間に工学系事務センター学部学

務グループへ提出してください。 

 

(注)１ 出願書類に不備がある場合は、受理しません。 

２ 出願後の出願内容の変更はできません。 

３ 受理した出願書類は、いかなる理由があっても返却しません。 

４ 本選抜の過程で収集した個人情報は入学者選抜の実施のほか、管理運営業務、修学指導業務、入

学者選抜方法等における調査・研究に関する業務等を行うために利用します。 
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(3) 出願書類 

 

① 志願票 

この要項に添付してある所定の各用紙（一般枠志願者は緑色、社会人枠志願者

は黄色）を使用してください。記入に当たっては、下記(注)及び各用紙に記載さ

れている記入上の注意をよく読んで、黒のボールペンで自筆、楷書でていねいに

記入してください。誤って記入した場合は、二重線で消し、余白に記入してくだ

さい。なお、「※」の欄は記入しないでください。 

(注)１ 共生応用化学科の志願者は、2 ページを参照のうえ志望する専門教育コ

ースを記入してください。 

２ 都市環境システム学科一般枠および情報画像学科の志願者は、受験選択

科目（物理又は化学）を○印で囲んでください。 

３ 社会人枠志願者は、志願票裏面の「志望の動機・将来の計画」欄を記入

（6 ページの出願資格⑦の者は、社会人経験がある場合に記入）してくだ

さい。 

４ 振込後の検定料振込証明書「貼付用（大学提出用）」（金融機関出納印が

押印済のもの）を志願票の裏面に必ず貼り付けてください。（日本国政府国

費外国人留学生を除く。） 

② 受験票 

③ 写真２枚 
写真２枚（大きさ縦 4㎝×横 3 ㎝、上半身、正面、脱帽で最近 3 カ月以内撮影

の同じもの）を用意し、志願票に１枚、受験票に１枚貼り付けてください。 

④ 成績証明書 

出身学校所定の用紙を使用してください。 

(注)１ 6 ページの出願資格④又は⑦の者は、以下のア～ウの書類を提出してく

ださい。 

ア 在学証明書（入学年月日又は在学年次を明記したもの。また、休学期

間があればその期間を明記したもの）又は在学期間証明書（休学期間が

あればその期間を明記したもの） 

イ 成績証明書 

ウ 今年度の履修予定科目・単位数が明記された資料（履修案内・科目登

録表等）の写し（62 単位以上（所定の単位）を修得済みの場合は不要）

２ 6 ページの出願資格⑥の者の卒業(見込)証明書については、出願資格の

基準を満たすこともしくは「専門士」の称号を記載したものを提出してく

ださい。 

⑤ 卒業(見込)証明書 

⑥ 
登録原票記載事項

証明書 

外国人留学生のみ提出してください。（登録していない場合はパスポートの写

し） 

⑦ 

日本国政府国費外

国人留学生である

ことを証明する書

類 

日本国政府国費外国人留学生のみ提出してください。 

出身学校所定の用紙を使用してください。 

⑧ 

検定料振込証明書

「貼付用（大学提

出用）」（金融機関

出納印が押印済の

もの） 

出願する前に、この要項に添付してある所定の振込用紙（学力）により、検定

料 30,000 円を最寄りの銀行等の窓口で振り込んでください。（振込手数料は本人

負担となります。なお、ゆうちょ銀行では振り込むことができませんので注意し

てください。また、ＡＴＭ（現金自動預払機）は使用できません。） 

振込後、銀行等から受領した検定料振込証明書「貼付用（大学提出用）」を志願

票の裏面に貼り付けてください。 

(注)１ いったん納入した検定料は原則として返還しません。ただし、検定料を

誤って振り込み、出願しなかった者が平成 25年 3月 29 日 17 時までに本学

所定の返還手続を行った場合は、検定料の全額を返還します。返還手続き

の詳細については、工学系事務センター学部学務グループに確認してくだ

さい。 

２ 日本国政府国費外国人留学生については、検定料は不要ですので提出す

る必要はありません。 

⑨ 受験票送付用封筒 
この要項に添付してある所定の封筒（学力）に、郵便番号、住所及び氏名を記

入し、380 円分の郵便切手（簡易書留料金を含む。）を貼ってください。 

⑩ あて名票 
この要項に添付してある所定のあて名票（学力）に、郵便番号、住所及び氏名

を記入してください。 
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３．選抜方法 

学力検査（基礎、外国語）の成績、総合テストの成績、口頭試問（試問に必要な資料作成を含む。）の結

果、面接の結果、成績証明書の内容などを総合して行います。 
 
 

４．試験日時、実施科目及び配点 

 

試験日時 

学科等 

7 月 7日（土） 7 月 8日（日）

10 時～12時 13時～14時 30分 10 時～ 

一 般 枠 

建築学科 

機械工学科 

メディカルシステム工学科 

電気電子工学科 

ナノサイエンス学科 

基礎（数学 物理） 外国語（英語） 面  接 

都市環境システム学科 

情報画像学科 
基礎（数学 物理又は化学） 外国語（英語） 面  接 

デザイン学科 基礎（数学 専門適性検査） 外国語（英語） 面  接 

共生応用化学科 基礎（数学 化学） 外国語（英語） 面  接 

画像科学科 試問資料作成 外国語（英語） 口頭試問 

社会人枠 都市環境システム学科 総合テスト 

面  接 

(志願者数が多い

場合は時間を延

長することがあ

ります。)  

 

 

 

科目配点 

学科等 

基    礎 外国語 口頭 

試問 

総 合 

テスト 
面接

配点

合計数学 物理 化学 専門適性検査 英語 

一 般 枠 

建築学科 

機械工学科 

メディカルシステム工学科 

電気電子工学科 

ナノサイエンス学科 

100 100 － － 100 － － 100 400 

都市環境システム学科 

情報画像学科 
100 (100) (100) － 100 － － 100 400 

デザイン学科 100 － － 100 100 － － 100 400 

共生応用化学科 100 － 100 － 100 － － 100 400 

画像科学科 － － － － 100 100 － － 200 

社会人枠 都市環境システム学科 － － － － － － 100 100 200 

( )は選択受験する科目を示す。 

 

(注)１ 専門適性検査は、理解力、思考力、造形力、表現力等の基礎的な資質を総合的に評価します。な

お、この検査に必要な用具は貸与します。 

２ 試問資料作成は、基礎的な数学、物理、化学の範囲の設問に答えてもらいます。 

口頭試問は、志望動機、将来の展望などを尋ね、勉学への意欲を評価するとともに、試問資料作

成における設問の解答内容についても尋ね、基礎的な学力も評価します。 

３ 総合テストは、思考力、理解力、表現力、創造力等を総合的に評価します。 

４ 過去の試験問題（面接を除く。）については、工学部ホームページから、過去 5 年分の問題をダ

ウンロードできます。また、工学系事務センター学部学務グループ窓口において、過去 5年分の試

験問題（原本）を閲覧できます（短時間の貸し出し可）。詳しくは、千葉大学工学部ホームページ

をご覧ください。 

 

 



－ 9 －

 - 9 -

５．試験会場 

工学部校舎で行います。なお、試験当日は必ず受験票等を持参してください。 

受験に関する注意事項等の詳細については、受験票送付の際に同封するとともに、7 月 6 日（金）9 時に

工学部掲示板へ掲示（試験当日まで）します。 

 

 

６．合格者発表 

合格者受験番号を 7 月 26 日（木）13 時に工学部掲示板へ掲示（7 月 27 日（金）17 時まで）するととも

に、合格者に合格通知等を送付します。 

 

 

７．第２次募集について 

上記の選抜の結果、合格者数が募集人員に満たなかった場合には、第２次募集を実施することがあります。

なお、詳細については、8月中旬以降に工学系事務センター学部学務グループに問い合わせてください。 

 

 

 

 

Ⅳ．学力検査等による入学者の選抜（第２回） 
 

平成 24 年 11 月に学力検査等による入学者の選抜（第２回：都市環境システム学科のみ）を予定しており

ます。詳細につきましては、第２回募集要項（７月配付予定）にてお知らせします。 

 



－ 10 －

 - 10 -

Ⅴ．入学手続等 
 

１．入学手続日時及び場所 

合格者には平成 25 年 2 月下旬（予定）に入学手続関係書類等を送付します。合格者は、平成 25 年 3 月

14 日（木）・15日（金）の 9時から 11時 30 分、13 時から 16 時の間に工学系事務センター学部学務グルー

プへ直接出向いて入学手続を行ってください。入学手続を行わないと入学を辞退したものと見なしますので

充分注意してください。 

(注)１ 入学手続には、「受験票（又は合格通知書）」の提示が必要ですので大切に保管してください。 

２ 入学手続の際、既修得単位認定申請書類（出身学校の卒業証明書、単位数が記載されている成績

証明書等）を提出していただきます。 

    ３ 所定の要件を満たす見込みで出願・受験・合格した者が、入学手続後、平成 25 年 3 月末までに

所定の要件を満たすことができなかった場合は、入学を取り消します。 

 

２．入学手続の際に納入する主な経費 

入  学  料‥‥‥‥‥‥‥‥‥282,000 円 

前期分授業料‥‥‥‥‥‥‥‥‥267,900 円（年額 535,800 円） 

学生保健互助会費‥‥‥‥‥‥‥ 4,000 円（2年分） 

学生教育研究災害傷害保険料‥‥ 2,430 円（2年分） 

（学研災付帯賠償責任保険Ａコース含む） 

(注)１ 入学料及び授業料等の改定が行われた場合には、改定時から新入学料及び新授業料等が適用され

ます。 

  ２ 授業料の納入については、希望により前期分納入の際に後期分も合わせて納入できます。 

３ 入学料及び授業料が免除される制度があります。 
詳細は、学生部学生支援課へ問い合わせてください。（電話 043-290-2178・2169） 

４ 納入した入学料は、いかなる理由があっても返還しません。 

 

 

 

 

Ⅵ．障害等を有する入学志願者の事前相談 
 
障害等を有する入学志願書で、受験上又は修学上特別な配慮を必要とする場合は、出願に先立ち、次により

事前相談の申請を行ってください。 
 

１．提出書類 

① 事前相談申請書（用紙は、工学系事務センター学部学務グループに請求してください。） 

② 医師の診断書（障害の程度及び必要とする具体的な措置等を記載したもの） 

 

２．相談内容の検討 

提出された書類に基づき、本学関係者で検討を行います。ただし、検討の過程において、志願者本人、保

護者又は出身学校関係者へ照会する場合があります。 

 

３．事前相談の締切日 

  推 薦 に よ る 選 抜       平成 24 年 5 月 2 日（水） 

学力検査等による選抜（第１回）  平成 24 年 6月 1 日（金） 

※第２回については、第２回募集要項（７月配付予定）でお知らせします。 

 

４．申請書請求先及び書類提出先 

〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町 1番 33 号 

千葉大学工学系事務センター学部学務グループ 

電話０４３－２９０－３０５４ 
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Ⅶ．学科の紹介 
 

■建築学科 

＜芸術と技術の融合した建築物をつくる＞ 

人間の暮らしに不可欠な衣・食・住のうち、建築は、人間の住まいを創造する仕事です。豊か・美しい・快

い・安心できるなど、社会に対する人々の要望は様々ですが、建築にはこれらの要望を満たす具体性が求めら

れます。社会基盤を構成する建築分野は、いつの時代においても不可欠であり、創造と進歩が常に求められる

分野です。  

建築学科のカリキュラムは、歴史・設計・環境・設備・構造・生産など、建築が総合的な学問で多岐にわた

ります。将来、建築家を目指す人、設備や構造の技術者を目指す人など、様々な選択ができますが、建築を多

面的に捉えられるように、また自分自身の適性を探れるように、３年生までは幅広い領域を学べるよう構成さ

れています。個性と創造力が重視される建築設計カリキュラムでは、少人数制の演習を実践し、個々にきめ細

かな指導を行っています。 
建築設計の授業では、建築作品を各自設計し、最後にそれを教員・学生の講評会で発表します。構造の授業

では講義で知識を学ぶだけでなく、実際に構造模型を製作し、その強さを予測した上で、実際に力を加え変形

を調べるなど、構造の強さを体感するプログラムになっています。 
4 年生になると研究室に配属され、各専門領域に特化した研究を行なうことになります。本学科では、大学

院をも含めた６年一貫プログラムを組み、さらに高度な勉強・研究を行なうための環境を整備しています。ま

た、欧州 4 大学と交換留学を行なうなど、国際交流にも力を入れています。 
建築学科は、高等教育機関の技術者教育プログラムを評価・認定する機関であるＪＡＢＥＥ（日本技術者教

育認定機構）の認定を受けています。これより、本学科の卒業生は、技術士の一次試験が免除されます。 

1921 年に設立された工芸図案科・木材工芸科を前身とする建築学科には長い伝統があります。総合建設業・

住宅産業・建材製造業・設計事務所・諸官庁・教育研究機関ほか、様々な分野において、数多くの卒業生が活

躍しています。 

建築学科ホームページ http://www.archi.ta.chiba-u.jp/ 

 

■都市環境システム学科 

＜人と環境が共存する都市づくりのための総合学科＞ 

現在、環境に過度な負荷を与えることなく、豊かで快適な都市生活を実現するための技術革新の必要性が認

識されています。人と環境が共存する都市をつくるには、たとえば、エネルギーリサイクル、風力・太陽光発

電、廃棄物の安全な利活用のための技術が必要になります。また、災害に強い都市をつくるための防災技術、

安全で使いやすい情報通信システム、人口減少型時代に対応したコミュニティ形成など，様々な技術課題を多

角的・総合的にとらえる視野も大切です。都市環境システム学科は、都市環境のあり方を総合的に教育・研究

する全国でも数少ないユニークなカリキュラムを用意し、２１世紀の豊かな都市環境の創造に向けて、探究心

と総合的視野を持ちつつ積極的に取り組む意欲のある人を求めています。  

私たちは都市環境のあり方を考える上で、「場」と「流れ」という２つの概念を導入しています。「場」は「空

間としての都市の特質」であり、「流れ」は「都市の成立に欠かせないすべての動的要素」ととらえ、これら

が調和する都市環境こそが私たちがめざすものです。また、総合的な視野、英知と実践力を以って「人として

の尊厳を最も大切に考える都市環境システムの設計」を推進することのできる人材を育むことが本学科の使命

であると考えています。そのための教育カリキュラムは、環境の基盤となるハード、人と人とのコミュニティ

や情報の流通を司るソフトに関する工学的技術を幅広く学び、確かな専門性を身につけることができるように、

１）現場での体験型演習や実験、２）実社会との連携、３）少人数による実践的トレーニング、４）常に新鮮

で実践に生きる知識、５）国際交流の５つを重視して構成されています。  

当学科は、都市空間計画、都市基盤工学、都市環境工学、都市情報工学の４つの領域から構成され、都市計

画、住環境計画、都市空間設計、都市建築計画、都市防災、都市インフラ、都市施設構造、環境マネジメント、

環境エネルギー、環境リサイクル、都市情報、都市通信、都市数理解析などのテーマについて、連携しながら

教育と研究を進めています。 

卒業後は、都市環境の形成にかかわる、民間企業（製造、建設、情報通信など）、コンサルタント（設計、

経営など）、シンクタンク、国や自治体、公共企業、教育研究機関、ＮＰＯ (非営利組織)、ベンチャー企業な

どで活躍しています。また、専門性を究め、知識と実践力の研鑽を目指して大学院（博士前期課程、博士後期

課程）への進学の道もひらかれています。 

都市環境システム学科ホームページ http://www.tu.chiba-u.jp/ 
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■デザイン学科 

＜感性と知性とを備えたデザイナーの養成＞ 

私達の生活や生活環境の不具合をとり除き、これを高質で美しいものに創造していくデザインは、今、あら

ゆる領域で重要視されています。本学科では、生活文化と深く関わりながら、技術と科学に裏打ちされた芸術

性・人間性豊なデザインの実現を標榜した教育と研究を行っています。多様なニーズに柔軟に対応でき、デザ

イン界をリードして国際的に活躍できる人材の養成をめざしています。 
 入学された皆さんは、まず、教養教育としての普遍教育科目群、工学教育の基礎としての専門基礎科目群に

より一般基礎教育を学習します。また同時に、専門教育の基礎となる講義や演習によって、デザインに求めら

れる教養としての知識や技術を身につけます。専門教育においては、２年次から３年次までの２年間にわたっ

て用意された［工業デザイン、トランスポーテーションデザイン、コミュニケーションデザイン、環境デザイ

ン、デザイン科学演習］という５つの演習科目を通して、基礎から応用までの一貫した教育を体系的に学ぶこ

とができます。以上の学習を終えると、４年間の集大成ともいうべき卒業研究、あるいは、デザイン総合プロ

ジェクトを履修します。 
 皆さんを指導する教員は、平成１９年度に一新された大学院組織（デザイン科学専攻デザイン科学コース）

における３教育研究領域［生産システム、情報コミュニケーション、環境ヒューマノミクス］に所属していま

す。そして、１１の専門領域［製品デザイン、デザインマネージメント、材料計画、意匠形態学、コミュニケ

ーションデザイン、人間情報科学、デザイン心理学、環境デザイン、人間生活工学、デザイン文化計画、コン

テクスチュアルデザイン］を基盤としてお互いに連携を取り合っています。我が国屈指の教員から構成される

いずれの領域においても、人間とその生活行動の安全・安心、生活の質と快適性の向上を目的として、美しい

製品やシステムを「探求する」「構想する」「かたちづくる」ことができる高度デザイナーの育成をめざしてい

ます。さらに、学部を卒業した約半数の人達は大学院に進学し、博士前期課程までの６年間、さらには博士後

期課程までの９年間の一貫したより高度な勉学に励んでいます。 
 本学科の卒業生は、自動車、精密機械、家電製品、家具などの製造業、情報産業や地域開発産業等におい

て、企画・設計・開発などの業務を行うデザイナーとして、また、全国デザイン系大学の教員や試験研究機関

におけるデザイン研究者として、第一線でめざましい活躍をしています。 

 デザイン学科ホームページ http://www.design.ti.chiba-u.jp/ 

 

■機械工学科 

＜身の回りから最先端までのあらゆる機械の設計＞ 

全ての工業製品は機械工学によって製作されています。身の回りの日常製品から遠い宇宙空間の製品まで、

大型機械から原子サイズの構造物まで、輸送機械、情報機器、医療機械など全てが機械工学による製品です。

物理・化学・生物学的な現象を工学に応用し、新しい学問分野を開拓することも機械工学の重要な使命です。

工学の最先端を担っているのは機械工学なのです。 

機械工学科は大きく４つの領域に分けられます。材料・強度・変形教育研究領域、加工・要素教育研究領域、

システム・制御・生体工学教育研究領域、環境・熱流体エネルギー教育研究領域です。材料・強度・変形教育

研究領域では、機械に使用する新しい材料の創製・開発や材料特性を評価するための教育と研究を行っていま

す。材料を機械に使用するためには、製品形状に加工しなければなりません。加工・要素教育研究領域では、

新しい加工技術の開発研究や、機械を構成するいわゆる機械要素に関する教育と研究を行っています。システ

ム・制御・生体工学教育研究領域では、ロボットや車両、飛行体、福祉支援機器などの機械システムの知能化・

自律化を実現することや、生物の最適運動や生命・生体機能におけるメカニズムの工学的応用を目的とする教

育と研究を行っています。環境・熱流体エネルギー教育研究領域では、エネルギーの供給・利用・変換に関わ

る熱・流体工学の教育と研究を行っています。 

このように、機械工学は広い領域を網羅しています。受験生の皆さんが取り組みたい学問領域は必ず、機械

工学科で取り扱う教育研究領域に含まれるはずです。 

本学科はプロの技術者、研究者を育成することを目的としています。そのためには、数学、物理学などの基

礎科目を十分に修得したうえで専門科目を学ぶことになります。そこで、基礎的な科目は１、２年次で集中的

に学ぶように配慮し、２年次から徐々に専門科目を勉強します。４年次になると各研究室に配属されて前述の

いずれかの教育研究領域において、これまでの学習の集大成として卒業研究を行います。 

本学科の卒業生は、機械技術者として様々な企業や組織の第一線で活躍しています。近年、本学科卒業生の

過半数は、高度な知識と自ら問題解決する能力を養うために、本学あるいは他大学の大学院（博士前期課程）

に進学します。さらに最先端な研究を行う教員のもとで、より一層学究を極めるために、博士後期課程に進学

する道も用意されています。 

機械工学科ホームページ http://www.em.eng.chiba-u.jp/~mech/ 
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■メディカルシステム工学科 

＜健康・医療・福祉に寄与するエンジニアの養成＞ 

過去に経験のない超高齢化社会を迎えた我が国では、医療、福祉、健康に関する広範な知識と高い実践力を

有する工学技術者が社会から求められています。メディカルシステム工学科では、この社会的要請に応える人

材を育成しています。 

【カリキュラム】 

工学の基礎となる数学や物理などの基礎科目を低学年で修得した後、高学年になるにつれて情報、電子、シ

ステムを柱とする医用工学分野の専門科目群を勉強していきます。また４年生では、専任または兼任教員の研

究室に配属され卒業研究を行います。ここでは研究を通して問題発見能力、問題解決能力、コミュニケーショ

ン能力などを総合的に身につけることができます。研究分野の例としては、CT や MRI、超音波、眼底カメラ、

内視鏡など、各種診断装置で得られる画像や信号の処理方法や収集方法の研究開発、安全性評価、手術支援機

器の開発、高齢者や障害者の生活を保護・介護する機器の研究開発などが挙げられます。 

【他学科、他学部との連携】 

医療技術には、学際性・総合性が求められています。そのため、本学科の教育プログラムは、工学部の他学

科はもとより、フロンティアメディカル工学研究開発センター、医学部、看護学部、薬学部、理学部など他の

教育研究組織と連携し、幅広い視野に立つ医療工学技術者の育成を目指しています。この中には、医学系教員

から講義や卒業研究の指導を受ける場合もあり、医療現場を身近に感じながら教育を受けることができます。

【卒業後の進路】 

進学：例年７割前後の４年生が大学院に進学しています。そのほとんどは本学科の上に設置された、人工シ

ステム科学専攻メディカルシステムコースに進学しており、これにより、学科から一貫したカリキュラムによ

る教育が可能になっています。 

就職：産業界では、医療・福祉系企業はもちろんのこと、電子、情報、通信、精密機械、サービス業、官公

庁等の幅広い業種からも人材が求められており、順調に就職しています。 

メディカルシステム工学科ホームページ http://www.tms.chiba-u.jp/ 

 

■電気電子工学科 

＜電気電子工学の基礎学問から先端的応用分野まで＞ 

電気電子工学は 20 世紀後半から急速な発展を遂げ、電気機器、情報通信、電気・ガス、精密機械、運輸、

輸送機器、化学プラント、医療機器、公共システムなど、あらゆる工学分野に深く浸透した最重要基盤技術と

して社会を支えています。現代社会は電気・電子工学の体系に基づいた技術によって支えられていると言って

も過言ではありません。本学科では、このような実社会において活躍できるための電気電子工学に関する基礎

学問の素養を身につけるとともに、他の分野や工学以外の異なるバックグラウンドの人材と協調して新しい技

術を創造できる学際的な素養を持った人材の養成を目指しています。  

本学科では、基礎的学問である電磁気学、回路理論を出発点として、高度情報化社会の根幹を担う情報通信

の分野から、文明社会を支えるエネルギー変換とその利用技術、および様々な半導体集積回路や材料、最新の

電子工学の進展に裏付けられたコンピュータハードウエアやロボット制御に至る分野まで、基礎から応用まで

の広範な分野の教育・研究を総合的に実践してゆきます。社会の要請なども考慮して、電気電子工学の専門教

育を展開して行くと共に、他分野にも向かっていける本当の学際性を涵養し、旧来の電気電子工学の枠にとら

われない視野の広い学生の育成を目標としています。 

本学科の研究組織は、波動応用・電子回路、半導体物性・電子デバイス、電子システム・電力変換・制御、

電子情報・通信分野の研究領域から構成され、世界トップレベルの研究教育拠点形成を目指して活発に活動し

ています。なお、４年次に進級すると研究課題を選択して研究分野に所属し、教育に加え研究の第一線で活躍

する教員のもとで知的興味を喚起される卒業研究を行います。 

本学科の卒業生は、現代産業に必要不可欠な基盤を担っており、あらゆる産業領域の企業や組織の第一線で

活躍しています。さらに、最近では卒業生の７０％以上が、高度な知識と自ら問題解決する能力を養うために、

本学、あるいは他大学の大学院に進学し、修了後は産業界ばかりでなく公的研究機関などの広い分野で活躍し

ています。さらにはより一層学究を極めるために博士後期課程に進学する道も用意されており、多くの先輩が

第一線の研究者や技術者として活躍しています。 

電気電子工学科ホームページ http://www.em.eng.chiba-u.jp/~elec/ 
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■ナノサイエンス学科 

＜１０億分の１メートルの世界を究める明日の科学＞ 

「原子を自由に操る」― 物の性質を、その根源から組み上げて意のままに創り出す。近年のナノテクの発

展により、これまで不可能であったことが、今まさに実現しようとしています。原理に基づき、現実世界を構

築する、大きな可能性を秘めたこの手法は、極微小素子や超高効率素子の開発にとどまらず、単一の分子で働

く分子デバイスの開発や、ＤＮＡなどの生体分子機能を電子レベルで解明し、利用する研究など、新しい領域

を切り拓いています。そこでは、原子・分子レベル（ナノメートルサイズ）で構造を制御し、人工的に構築す

るための、高度な物理的・物理化学的手法や物性科学・デバイス工学の基礎が不可欠であるばかりでなく、そ

の枠組みを超える学問領域が必要となってきます。このような背景から、新しい学科「ナノサイエンス学科」

が誕生しました。  

本学科では、ナノスケールでの電子機能、光機能、表面・界面機能を第一線で研究するナノ物性工学分野の

教員が、教育を担当します。さらに、幅広い視野と学問領域の融合を図るために、電気電子工学系、理学（物

理・化学）系と密接に連携し、ナノサイエンスに関連するエレクトロニクス、エネルギー、バイオ素子領域へ

の展開を目指しています。 

私たちは、ナノサイエンス分野に羽ばたく挑戦者を育てたいと考えています。少人数教育を基本に、教員と

の密接なコミュニケーションと世界レベルの研究を体験し、専門性、広い視野、柔軟な価値観、国際的活動力

をもつ力強い研究者・技術者の育成を目指します。また、入試（後期日程）では、探究心や粘り強さを重視し

た評価を取り入れるなど、新しい取り組みも行います。 

カリキュラムは、専門教育に入る前に、基礎となる教育を行います。１年次では、数学・物理・化学などの

工学基礎、２年次では、統計力学、量子力学、応用物理学などの専門基礎を重点的に学び、専門教育への基礎

学力と展望が得られるように配慮しています。３年次からは、工学的視点から、ナノメートルサイズで現れる

様々な現象の物性物理・物性化学・デバイス物性、分子スケールでの表面・界面の電子・光物性を学び、専門

学力を身につけます。４年次では、先端科学研究の体験を通して応用力を強化します。 

卒業後は、さらに高度な能力を養うために、大学院へ進学できます。就職先は、ナノテク分野が関連する電

機・通信・情報産業、精密機械産業、化学・印刷産業、有機・バイオ関連分野など多様な方面が可能です。 

ナノサイエンス学科ホームページ http://adv.chiba-u.jp/nano/nano-students/ 

 

■共生応用化学科 

＜バイオと環境をキーワードとする新しい応用化学＞ 

２１世紀の「化学」は単に科学技術を発達させるだけでなく、環境を保全しつつ地球資源を有効に活用して

人類の真の福祉に貢献することが求められています。そのためには、環境に調和する化学プロセスの開発や、

環境に適合した新物質の創製が不可欠です。これには、種々の外部刺激（情報）を捕捉・応答する機能を生体

から抽出し、化学的に実用化して、これらを代替あるいは超越する物質やプロセスを開発することで、人類が

環境に調和し、他の生物と共生していくことを目指していくという「新しい応用化学」が必要です。このよう

な観点に立脚し、本学科は新しい化学及び化学プロセスの開発を担う人材の養成を目的にしています。  

学習コースの特徴： 

１年半の共通基礎教育の後に、生体の機能を代替あるいは模倣する人工材料の設計と構築に関する教育を行

う「生体関連コース」、新しい機能や高度な性能を持つ物質や材料を多角的な視野から開発することなどを学

ぶ「応用化学コース」、環境にやさしいプロセスで環境にやさしい物質を作り出す人材の養成を目指す「環境

調和コース」の３コースに分かれます。いずれのコースでも多様な授業科目を履修でき、個性と自主性を重視

したカリキュラムとなっています。 

研究室への配属・卒業研究： 

３年次後半から配属される研究室には「バイオ機能化学領域」にバイオプロセス化学、バイオマテリアル、

生体模倣高分子、環境調和高分子材料、「環境調和分子化学領域」に有機ナノ材料、精密有機化学、環境調和

有機合成、エネルギー変換材料化学、「無機・計測化学領域」にセラミックス化学、極限環境材料化学、計測

化学、「資源プロセス化学領域」に触媒化学、表面電気化学、資源反応工学の計１４の研究室があります。セ

ミナーや卒業研究を通じて先端的な研究を行い、基礎と専門の学力及び広い視野を身につけます。 

卒業後の進路： 

さらに高度な教育・研究を行う大学院（博士前期課程、博士後期課程）が用意されています。化学、材料、

電子、機械、情報、医薬、エネルギーなど、幅広い産業界での活躍が期待されています。 

共生応用化学科ホームページ http://chem.tf.chiba-u.jp/ 
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■画像科学科 

＜画像を通じて夢ある未来を実現する＞ 

画像科学は、化学・物理はもとより、人間の感性など広範囲にわたる基礎学問体系から成る総合学問領域で

す。この領域は他大学にはほとんど存在しないユニークな学際領域のため、社会的にもこの分野で広く支持を

集め、先導的な役割を果たしてきました。本学科の母体は、長い伝統を誇る印刷・写真・ＴＶですが、様々な

新型ディスプレイや電子ペーパーの出現、印刷技術を利用した電子デバイスづくり、ナノメートルサイズの材

料を用いた新しい画像素子の提案などにより画像のマテリアルの分野は大きな変貌を遂げようとしています。

また、そうした画像マテリアルの進歩にともない、新しく形作られた画像を評価する人間の感性の分野が重要

となっています。そこで私たちは、この潮流を牽引し、画像の科学を先導するために、新学科として、画像科

学科を創設しました。  

本学科のカリキュラムは、上述の「画像科学」の領域が示すとおり、「化学」「物理」「数学」等の基礎から

実験も含めてしっかりと学んでゆくことになります。またこれらの基盤学問領域へ、人間の領域を重ねて、画

像科学とそれに立脚した画像工学の基礎教育を行います。具体的には、まず、専門教育に入る前に化学、物理、

数学の実験を含む基礎科目や、もの作り・画像作りなどのユニークな実験を通して基礎学力を身につけます。

そして専門教育では、段階的にかつ体系的に配列された画像マテリアルや人間の感性を修得して総合的な学力

を身につけ、４年次の卒業研究に備えます。４年次には、１年間の卒業研究を行い、最先端の研究に触れるこ

とを通して多くの体験を積むことができます。研究の一例として、電子ペーパーや新型ディスプレイ、新型レ

ーザー等の研究が挙げられます。 

我が国において、画像マテリアルとそれに立脚した工学、そしてそれを利用する人間の感性を取り扱う学科

は極めて希有であり、大きな社会的ニーズが伝統的に存在します。従って、ユニークな本学科が提供する知識・

技術を習得した卒業生に対しては、画像工学に関わる事務機器メーカー・総合電機メーカー・印刷会社・写真

会社、半導体やエネルギー等に関わる電機メーカー・コンピュータ系企業、画像関連の公共企業、等々におけ

る専門家や、総合的な画像マテリアルおよび画像デバイス設計・創製者としての活躍が期待されています。ま

た、卒業生のうち、６０％以上が大学院博士前期（修士）課程に進学し、さらに高度な教育を受け、高度な研

究活動を行います。 

画像科学科ホームページ http://www.tp.chiba-u.jp/ 

 

■情報画像学科 

＜画像を使って未来社会を実現する情報工学＞ 

インターネット、ＩＴ、ブロードバンド、ユビキタスなどの言葉が次々と生み出されるように、「情報」が

現在の私たちの社会の基盤となっています。私たちの周りには、自然環境からの情報、人間が発信する情報、

生体からの情報など、様々な情報が流れています。そこでは、情報を数理的に把握する基礎的領域のみならず、

それらに整合した知的画像情報処理技術や、それを支えるハードウェア技術、通信技術、さらには現代社会で

大きな課題となっているセキュリティ技術や信頼性技術はもちろんのこと、リアルタイム処理、携帯性などを

実現する組込みシステム技術、電子回路技術の把握など、幅広い領域が関係しています。  

情報画像学科では「情報」と「画像」を核とした幅広い領域を体系的に学びます。授業科目は大きく分けて

「情報と数理」「情報と物理」「情報と人間」の３本の柱で構成されています。第１の柱「情報と数理」はコン

ピュータに関する数学やアルゴリズムに関する科目、コンピュータを構成するハードウェア、ソフトウェアに

関する科目、通信ネットワーク、分散システム、セキュリティに関する科目から構成されています。これらの

科目によりコンピュータシステムの仕組みを学びます。第２の柱「情報と物理」はアナログ/ディジタル信号

の処理に関する科目、光に関する科目、ディジタル画像処理に関する科目から構成されています。これらの科

目により情報や画像の処理・伝送・出力の背景にある物理現象について学びます。第 3の柱「情報と人間」は

画像・色彩、音・音声に関する科目、人間の画像認識、自然言語処理に関する科目、ヒューマンインタフェー

スに関する科目から構成されています。これらの科目により、情報が人間に伝わる仕組み、および効果的に伝

える方法について学びます。 

情報と画像を融合したこれらの授業科目を受けた人は、産業界の多方面において期待されています。本学科

の卒業生に対しては、情報画像工学に関わる総合電機メーカ、通信事業者、コンピュータ系企業、ソフトウエ

ア開発企業、写真・印刷メーカ等における研究・開発や、人間が住みやすい情報社会を構築する担い手として

の活躍が期待されます。当然、大学院教育も充実しており、専門的な科目を学び、より深い研究活動を行いま

す。これにより、より深い専門知識と経験を積むことができ、社会のより重要な場面にて活躍することが期待

されます。 

情報画像学科ホームページ http://www.tj.chiba-u.jp/iis/ 

 



－ 16 －

 - 16 -

Ⅷ．次年度入学者選抜方法の変更（予告） 

 

平成２６年度３年次編入学試験から、「学力検査等による入学者の選抜（一般枠）」において、以下のとおり、

英語の学力検査として、ＴＯＥＩＣのスコアを入学者選抜に利用します。あらかじめ受験しておく必要があり

ますので、ご留意ください。 

【変更前】 

学  科 学力検査等 

建築学科 

機械工学科 

メディカルシステム工学科 

電気電子工学科 

ナノサイエンス学科 

基礎（数学 物理） 

外国語（英語） 
面  接 

都市環境システム学科 

情報画像学科 
基礎（数学 物理又は化学） 

デザイン学科 基礎（数学 専門適性検査） 

共生応用化学科 基礎（数学 化学） 

画像科学科 試問資料作成 口頭試問 

 

 

 

【変更後】 

学  科 学力検査等 

建築学科 

機械工学科 

メディカルシステム工学科 

電気電子工学科 

ナノサイエンス学科 

基礎（数学 物理） 

英  語 

（ＴＯＥＩＣ）※ 

面  接 
都市環境システム学科 

情報画像学科 
基礎（数学 物理又は化学） 

デザイン学科 基礎（数学 専門適性検査） 

共生応用化学科 基礎（数学 化学） 

画像科学科 試問資料作成 口頭試問 

 

※英語については、筆記試験を行わず、代わりにＴＯＥＩＣ（注）のスコアを 100 点満点に換算し評価します。 

 

（注）３年次編入学試験実施年度からさかのぼって２年前の４月以降に日本国内で実施されたもののみ有効です。 

   （例：平成２５年７月に３年次編入学試験を受験する場合は、平成２３年４月以降に日本国内で実施された

ＴＯＥＩＣのみ有効となります。） 

なお、団体受験用のＴＯＥＩＣ－ＩＰは認めません。 

詳細については、平成２６年度千葉大学工学部３年次編入学学生募集要項を参照してください。 
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Ⅸ．平成 24 年度工学部 3年次編入学試験実施状況 
 

選抜・枠 募 集 学 科 募集人員 
受験者数 合格者数 

男 女 計 男 女 計 

推薦による入学者の

選抜 

建築学科 

各学科 

若干名 

 

※ 

7 3 10 5 2 7 

都市環境システム学科 3 1 4 3 1 4 

デザイン学科 2 0 2 2 0 2 

機械工学科 10 0 10 10 0 10 

メディカルシステム工学科 8 0 8 6 0 6 

電気電子工学科 12 0 12 10 0 10 

ナノサイエンス学科 1 0 1 1 0 1 

共生応用化学科 2 3 5 2 2 4 

画像科学科 1 0 1 1 0 1 

情報画像学科 3 0 3 3 0 3 

計 49 7 56 43 5 48 

学力検査

等による

入学者の

選抜 

一 般 枠 

都市環境システム学科 15 24 4 28 20 3 23 

建築学科 

全学科で 

65 名 

19 4 23 6 0 6 

デザイン学科 24 6 30 5 0 5 

機械工学科 50 4 54 10 1 11 

メディカルシステム工学科 14 2 16 4 1 5 

電気電子工学科 41 5 46 10 1 11 

ナノサイエンス学科 6 0 6 3 0 3 

共生応用化学科 14 2 16 8 2 10 

画像科学科 6 0 6 2 0 2 

情報画像学科 28 2 30 8 1 9 

計 226 29 255 76 9 85 

社会人枠 都市環境システム学科 

第１次募集 

30 名 
8 1 9 5 1 6 

第２次募集 

24 名 
7 3 10 5 3 8 

 

 

※ 推薦による入学者の選抜の募集人員（若干名）は、学力検査等による入学者の選抜の募集人員（80 名）

に含みます。 
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